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社会福祉
法　　人八頭町社会福祉協議会

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

八頭町社協
http://www.yazu-syakyo.or.jp/

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。是非のぞきに来て下さい！

本　　所 〒680-0463 鳥取県八頭郡八頭町宮谷254番地1 TEL（0858）72‒6210・FAX（0858）72‒2793
船岡支所 〒680-0411 鳥取県八頭郡八頭町船岡殿159番地 TEL（0858）73‒0672・FAX（0858）72‒6122
八東支所 〒680-0532 鳥取県八頭郡八頭町東 593 番地 1 TEL（0858）84‒2210・FAX（0858）84‒2227

八頭町社会福祉協議会は「みんなで支え合い、安心して暮らせ
る福祉のまちづくり」を経営理念として運営してまいります。

検索
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社協
八頭町社会福祉協議会広報誌

１
令和２年 

地域支え愛講演会開催

だより

特 

集

第59号ふるさと大好き

笑顔が大好き！

八東小学校・デイサービスご利用者との交流会
本会八東支所で八東小学校１年生と八東デイサービスご利用者との交流会が行なわれました。
（詳細は２ページ）

月

み
ん
な
の

誰
か
に
伝
え
た
い「
あ
り
が
と
う
」

誰
か
に
伝
え
た
い「
あ
り
が
と
う
」

テ
ー
マ

声
こえ

「
安
部
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

で
聞
き
ま
し
た
。

●
今
90
歳
に
な
っ
た
自
分
が
動
け
る
こ
と

に
感
謝
で
す
。元
気
な
体
に
産
ん
で
く

れ
た
親
に
感
謝
で
す
。（
90
代
女
性
）

●
女
房
に
あ
り
が
と
う
。（
60
代
男
性
）

●
毎
日
健
康
で
暮
ら
せ
る
事
が
あ
り
が

た
い
。（
50
代
女
性
）

●
お
父
さ
ん
…
今
日
ま
で
あ
り
が
と

う
。今
楽
し
く
友
達
と
生
き
て
い
ま

す
。（
80
代
）

●
２
人
の
老
親
に
。元
気
で
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。（
60
代
女
性
）

●
あ
り
が
と
う
。子
ど
も
達
、近
所
の
方
、

村
中
の
人
々
、す
べ
て
に
あ
り
が
と

う
。（
80
代
女
性
）

●
い
つ
も
畑
仕
事
あ
り
が
と
う
。私
は
い

つ
も
家
に
い
ま
す
。年
齢
に
合
う
仕
事

を
し
て
く
だ
さ
い
。足
腰
大
事
に
ね
！

（
70
代
女
性
）

●
い
つ
も
ご
ち
そ
う
作
っ
て
も
ら
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
80
代
女

性
）

●
今
月
の
な
か
よ
し
会
に
元
気
で
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、

色
々
お
世
話
に
な
り
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
80
代
）

●
ま
ち
づ
く
り
の
皆
様
、楽
し
い
時
間

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。木
曜

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
70
代

女
性
）

あ
っ
た
か
ほ
の
ぼ
の

　
　  

フ
ォ
ト
大
募
集
！

応
募
期
間

令
和
２
年
１
月
６
日

〜
令
和
２
年
２
月
28
日

応
募
形
態

その他・注意事項

プ
リ
ン
ト
ま
た
は
デ
ー
タ
。

※

組
写
真
及
び
合
成
写
真
は
不
可

応
募
方
法

応
募
資
格

八
頭
町
民
、も
し
く
は

八
頭
町
に
勤
務
地
を
置
く
方

　
本
会
で
は「
あ
っ
た
か
ほ
の
ぼ
の
」を
テ
ー
マ
と
し

て
、「
心
が
あ
た
た
ま
る
」「
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
分
に
な
る
」写
真

を
募
集
い
た
し
ま
す
。応
募
い
た

だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
数
点
を

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
広
報

誌「
社
協
だ
よ
り
」に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　「あったかほのぼのフォト」募集要
領に沿ってご応募ください。
※募集要領は八頭町社会福祉協議
会ホームページよりダウンロード
できます。

　（https://yazu-syakyo.or.jp）

次
回
、皆
さ
ん
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　
社
協
だ
よ
り
４
月
号
に
て
掲
載
予
定
で
す
。

テ
ー
マ

「
と
っ
と
り・や
ず・自
分
の
ま
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
」

①
デ
ー
タ（
J
P
E
G
）

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://yazu-syakyo.or.jp

）の
専

用
フ
ォ
ー
ム
よ
り
必
要
事
項
を
入
力

の
上
、送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

１
回
の
送
信
に
つ
き
１
点
ず
つ
ご
応
募

願
い
ま
す
。

（
募
集
期
間
１
回
に
つ
き一人
３
点
ま
で
）

②
プ
リ
ン
ト（
窓
口
）

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各

支
所
窓
口
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。



鍛冶屋温泉カレンダー
 日 月 火 水 木 金 土

1月

2月

3月

 日 月 火 水 木 金 土

 日 月 火 水 木 金 土

ふろの日

ふろの日

ふろの日

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日定休日 定休日

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日
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定休日

定休日
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●営業時間
（9：00～17：00）

3月21日より
土日祝日のみ

●定休日 火曜日
火曜日が祝日の場合
は翌日

●２６日はふろの日
入浴料が１００円引き
です。

■令和元年12月29日（日）
～令和 2 年 1 月3日（金）
年末年始休日

■１０人以上は予約により
送迎をします（八頭町内）

■温 泉 利 用 で の 休 憩 所
（和室）があります
（予約必要）

※　　 は営業延長
　9：00～19：00

入浴料

町内在住者 300円
町外在住者 400円
小学生・障がい者 200円

ひとり親家庭等の中学生・保護者の皆様へ

卒業祝い品贈呈事業のお知らせ
対　　象 令和2年3月に中学校を卒業され

る、ひとり親家庭等の生徒
※ひとり親家庭等：ご家庭の事情により、

父母いずれかが子どもを養育している
世帯。または、祖父母が子どもを養育し
ている世帯。

申込方法 印鑑（シャチハタ不可）をお持ちの上、
お近くの八頭町社会福祉協議会本所・
各支所の窓口へお越しください。

申込期間

贈呈期間

⎛
⎝

⎞
⎠

　
町
民
の
皆
様
に
は
、お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
、格
別
な
る

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
み
ん
な
で
支
え
合

い
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
、関
係
す
る
全
て
の

方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、時
と
し
て
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
地
域
の
連
帯
感
の
醸
成
と
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、支
え

合
う
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。常
に
地
域
福
祉
に

目
を
向
け
る
こ
と
を
心
掛
け
、地
域
に
寄
り
添
う
活
動
と
し

て
、各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
事
業
活
動
の
支
援
、

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
ま
す
が
、町
の
将
来
を
担
う
児
童
、生
徒
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、年
少
期
か
ら
福
祉
の
心
を

育
て
る
取
り
組
み
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、社
会
福
祉
協
議
会
が
皆
様
に
い
つ
で
も
気
軽
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
場
所
、そ
し
て
、皆
様
に
親
し
く

接
し
て
い
た
だ
け
る
職
員
と
し
て
、一
丸
と
な
っ
て
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、皆
様
に
と
り
ま
し
て
、幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

会 

　長

　桑
村 

和
義

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
東
小
学
校
一
年
生
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
者
と
の
交
流
会

　
近
年
、多
世
代
が
同

居
す
る
家
庭
が
少
な
く

な
る
中
、そ
れ
に
伴
い
高

齢
者
と
子
ど
も
世
代
が

交
流
す
る
機
会
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。世
代

間
の
交
流
は
、普
段
な
い

経
験
を
積
む
こ
と
で
多

様
な
視
点
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
第一歩
に
な
り
、考
え
方
や
価
値
観
の
範
囲
が

広
が
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、柔
軟
な
思
考
で
物
事
が
考

え
ら
れ
創
造
性
豊
か
な
思
考
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
る

た
め
、様
々
な
世
代
や
文
化
と
の
交
流
は
有
意
義
な
事

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
十一月
に
、本
会
八
東
支
所
で
八
東
小
学
校一年

生
と
八
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
者（
以
下
、デ
イ
ご
利

用
者
）と
の
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。小
学
生
が
考

え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、デ
イ
ご
利
用
者
か
ら

は
真
剣
な
表
情
や
に
こ
や
か
な
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

一方
小
学
生
は
、手
を
握
っ
た
り
、肩
た
た
き
を
し
た
り
、

デ
イ
ご
利
用
者
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と一
生
懸
命
で
し

た
。最
後
は
小
学
生
が
デ
イ
ご
利
用
者
へ
の
寄
せ
書
き

の
発
表
を
行
い「
交
流
会

は
楽
し
か
っ
た
で
す
」な

ど
当
日
の
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

○
デ
イ
ご
利
用
者
の
感
想（一部
抜
粋
）

「（
ご
家
族
よ
り
）小

学
生
が
く
れ
た
手
紙

を
う
れ
し
そ
う
に
眺

め
て
い
ま
す
。」

「
耳
が
キ
ー
ン
と
な
る

ほ
ど
大
き
な
声
だ
け

ど
、あ
れ
だ
け
元
気

が
あ
る
の
は
良
い
こ

と
だ
。小
学
生
が
主

体
の
歌
や
踊
り
を
よ

く
頑
張
っ
て
い
た
と

思
う
。」

　
高
齢
者
と
子
ど
も

達
と
の
世
代
間
交
流

は
お
互
い
に
と
っ
て
、

よ
い
機
会
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

世
代
間
交
流
は
必
要
？

交
　
流
　
会

令和２年１月9日㈭～2月7日㈮

令和２年2月25日㈫～3月13日㈮
※土日祝日を除く

八頭町社会福祉協議会 地域福祉課（本所内）
電話 （0858）72-0021

お問合せ先

社協だより27社協だより

助　成　金

申 請 締 切

サロン説明会

（申請時の参加予定者：金額）

１月下旬～２月中旬に開催の予定です。

３月９日（月）（年度途中の申請可）

10名以上：２０，０００円（年間）
５～９名：１５，０００円（年間）

登録会員数が

詳
細
は
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　ふれあいサロンとは、地域の身近な公民館等を会
場に、誰でも参加できる場づくりをすすめるための取
り組みです。地域の方々がふれあいを深め、そこで楽
しく過ごすことで、生きがいづくりや健康づくりのほ
か、様子が気になる人の見守りや閉じこもり予防、つ
ながりづくりなどを目的としています。

　レクリエーションの協力やイベント等の補助、
ゲーム用品などの貸出、随時相談や活動の支援
もさせて頂きますのでお気軽にご相談ください。

　令和２年４月から、祭壇の運搬・組立をすべて　
八頭町シルバー人材センターへ委託いたします。
●祭壇貸出の申請は、社会福祉協議会本所・各支

所で受付いたします。
●祭壇の貸出は無料ですが、祭壇の運搬・組立

代は別途必要となり、八頭町シルバー人材セ
ンターへ直接お支払いしていただくことにな
ります。

※ 祭壇の運搬・組立代は２４，０００円です。

ふれあいサロン募集 祭壇の
貸出について

船岡支所　通所介護主事
◆異動（令和元年11月1日付）

山 本 美 穂（八東支所 通所介護）

職 員 異 動

「
小
さ
な
親
切
」運
動
　山
陰
本
部
・・・・・
車
椅
子

下
門
尾
　清
水
　敏
晴

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
他

鳥
取
市
　林
　悦
之
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オ
ム
ツ

若
桜
線
S
L
遺
産
保
存
会
・・・・・・
5
、0
0
0
円

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
　八
東
支
部

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3
、0
0
0
円

八
頭
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　八
東
支
部

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1
1
、3
9
0
円

環
境
美
化
活
動

お
世
話
に
な
り
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
郡
家
支
部

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
船
岡
・
済
美
老
人
ク
ラ
ブ

　・
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
船
岡
支
部

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
本
所

・
石
川
卓
男
さ
ん（
歌
）

・
郡
家
図
書
館（
読
み
聞
か
せ
）

●
船
岡
支
所

・
一
岡
真
知
子（
音
楽
演
奏
）

●
八
東
支
所

・
一
岡
真
知
子（
音
楽
演
奏
）※

順
不
同
、敬
称
略

（
９
月
〜
11
月
）

あなたの暮らしを
お手伝いします

＊ 通帳を預かってもらいたい
＊ ホームヘルプ、配食、施設等を利用したい
＊ 公共料金や医療費の支払いを手伝ってほしい
＊ 預金の出し入れを手伝ってほしい

日常生活自立支援事業

まずは、お気軽に
　　ご相談ください。

八
頭
町
の
社
会
福
祉
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
元
年
度  

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

民
生
児
童
委
員
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皆さまからのご寄付は福祉活動の財源として役立たせていただきます。(寄付に対する税金控除を受けることができます。)

香典返し・玉串料・お花代  ご寄付名簿録
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・
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付
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９
月
〜
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月
）
（
敬
称
略
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故
人
名

寄
付
者
氏
名

11月 10月 ９月

　この度「小さな親切」運動山陰本部様より、
車いす1台を寄贈していただきました。
　八頭町社会福祉協議会船岡支
所で大切に使わせていただきま
す。ありがとうございました。

　
令
和
元
年
10
月
６
日（
日
）、八
東
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
誰
も
が
自
分
ら
し

く
　
い
き
い
き
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
　
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、八
頭
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
と

し
て
、社
会
福
祉
へ
の
貢
献
を
讃
え
19
名

の
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、次
に
、ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
、信
友
直
子

さ
ん
か
ら
、八
頭
町
の
み
な
さ
ん
に
向
け

た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
と
、「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」の
映
画
上
映
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行
い
ま
し
た
。
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京
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ら
す
一
人
娘
、信
友
監
督
の
87

歳
の
母
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

診
断
を
受
け
、95
歳
の
父
が
初
め
て
の
家

事
、母
の
介
護
を
し
な
が
ら
、お
互
い
が
思

い
合
っ
て
生
活
し
て
い
る
様
子
が
あ
り
の

ま
ま
記
録
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
は
、多
く
の
感
動
と
涙
が
あ
り
、来
場
さ

れ
た
４
０
０
名
の
方
の
胸
に
響
き
、認
知
症

を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
》

•
　
実
際
の
家
庭
内
の
様
子
が
分
か
り
、心

の
葛
藤
も
理
解
で
き
ま
し
た
。認
知
症
に

な
っ
た
本
人
の
心
の
変
化
、苦
し
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

•
　
こ
う
い
う
家
庭
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
く
ん
だ
な
あ
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実
感
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た
。認
知

症
本
人
の
気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
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え
合
う
事
の
難
し
さ
、

必
要
性
を
詳
し
く
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。老

い
て
も
夫
婦
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
で
お
互

い
に
出
来
る
こ
と
か
ら
支
え
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

•
　
老
々
介
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の
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し
さ
、認
知
症
に
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ら

れ
た
人
の
心
の
変
化
を
学
習
さ
せ
て
頂

い
た
こ
と
に
感
謝
。

　
そ
し
て
、八
頭
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
り「
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、講
演
を

行
い
ま
し
た
。認
知
症
に
対
応
し
た
八
頭
町

の
体
制
や
事
業
説
明
を
具
体
例
を
交
え
な

が
ら
の
講
演
で
あ
り
、会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
大

切
。き
め
細
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こ
と
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た
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声
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多
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寄
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。
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０
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５
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く
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み
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と
な
っ
て
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ま
す
。

相談窓口
八頭町福祉相談支援センターほっと　☎71-0100
（八頭町社会福祉協議会事務所内）
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行
い
ま
し
た
。認
知
症
に
対
応
し
た
八
頭
町

の
体
制
や
事
業
説
明
を
具
体
例
を
交
え
な

が
ら
の
講
演
で
あ
り
、会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、認
知
症
の
人
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寄
り
添
っ
た
対
応
が
大

切
。き
め
細
や
か
な
支
援
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
超
高
齢
化
社
会
と
な
り
、２
０
２
５
年
に

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
内
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、認
知

症
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。認
知

症
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、認
知
症
を
知

り
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
づ
く
り
の
推
進
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

相談窓口
八頭町福祉相談支援センターほっと　☎71-0100
（八頭町社会福祉協議会事務所内）

令
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元
年
度

　八
頭
町
社
会
福
祉
大
会

車いすをいただきました



　
令
和
元
年
９
月
14
日（
土
）八
頭
町
中
央
公
民
館
で「
〜〝
我
が
事
・
丸
ご
と
〞の
視
点
で
始
め
る
共
生
の
地
域
づ
く
り
〜
」を

テ
ー
マ
に
、地
域
支
え
愛
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
２
本
立
て
と
な
っ
た
こ
の
講
演
会
に
は
町
内
外

か
ら
合
計
1
4
6
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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●
熊
原  

保 

氏
　プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　高
校
生
の
時
、親
友
が
交
通
事
故

で
重
い
障
が
い
を
負
っ
た
こ
と
か

ら
福
祉
の
道
を
志
し
、福
祉
現
場
で

の
実
践
を
重
ね
る
。1
9
8
3
年
に

総
領
町
の
新
総
合
計
画
の
策
定
に

関
わ
り
、福
祉
現
場
か
ら
の
提
言

（
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
ス
構
想
）を
ま
と

め
、総
合
福
祉
拠
点
郡
を
中
心
に
、

障
が
い
者
・
児
童
福
祉
施
設
や
農

園
、レ
ス
ト
ラ
ン
等
、総
領
町
の
素

材
を
フ
ル
に
活
用
し
た
温
か
い
古

里
づ
く
り
を
提
唱
。優
輝
福
祉
会
で

実
践
し
て
き
た
空
き
施
設
の
福
祉

事
業
へ
の
積
極
的
な
転
用
、地
元
の

高
齢
者
が
作
る
野
菜
を
施
設
や
レ

ス
ト
ラ
ン
に
活
用
す
る
循
環
型
の

地
域
づ
く
り
、高
齢
・
障
が
い
・
児
童

な
ど
の
分
野
を
超
え
た
横
断
的
な

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
が

2
0
1
3
年
の
新
書『
里
山
資
本
主

義
』（
2
0
1
4
年
新
書
大
賞
受
賞
）

に
取
り
上
げ
ら
れ
、大
き
な
注
目
を

浴
び
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
鳥
取
大
学
地
域
学
部
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
川
　
俊
夫 

氏

　
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
進
行
の
元
、熊
原

さ
ん
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
、先

進
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
３
つ
の
団

体
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

《
東
郡
家
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
》

　
　
　
　
　
委
員
長
　
山
根
　
張
太
郎 

氏

　
ふ
れ
あ
い
の
里
た
か
ら
を
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。平
成
30
年
に
鳥
取
大
学
2
年

生
の
地
域
調
査
実
習
で
の
学
生
た
ち
と
の
学

び
合
い
か
ら
、認
知
症
や
障
が
い
の
理
解
が

進
む
こ
と
で
、当
事
者
が
も
っ
と
参
加
し
や

す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
気
づ
き
を
得

て
、地
区
内
の
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
と
の
交
流

を
進
め
て
い
っ
た
。お
互
い
を
知
り
合
う
交

流
会
を
重
ね
て
、現
在
で
は
た
ん
ぽ
ぽ
作
業

所
の
作
業
生
が
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
出
張

販
売
を
行
っ
た
り
、作
業
生
の
工
賃
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
空
き
缶
回
収
を
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
応
援
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。今
後

は
行
事
だ
け
の
交
流
か
ら
日
常
的
な
交
流
へ

関
係
を
進
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
カ
フ
ェ
が
当
事
者
の
働
く
場
に

ま
で
な
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。

《
社
会
福
祉
法
人
　和
》

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
八
渡
　
和
仁 

氏

　
倉
吉
市
内
で
空
き
施
設
を
改
修
し
障
が

い
の
あ
る
方
の
福
祉
作
業
所
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
を
運
営
し
て
い
る
。そ
の
中
で
国

の
有
形
文
化
財
登
録
さ
れ
て
い
る
土
蔵
造

り
の
旧
国
立
第
三
銀
行
倉
吉
支
店
を〝
白
壁

倶
楽
部
〞と
し
て
改
修
し
た
。喫
茶
、レ
ス
ト

ラ
ン
と
し
て
営
業
し
て
お
り
、観
光
客
や
地

元
の
人
な
ど
多
く
の
人
が
集
う
場
と
な
っ
て

い
る
が
、そ
こ
を
障
が
い
の
あ
る
方
の
働
く

場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

《
N
P
O
法
人

　
　山
村
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
》

　
　
　
　
　
　
　
代
表
　
藤
井
　
博
也 

氏

　
岡
山
県
美
作
市
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
。任
期
後
に
単
身
者
用
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ
た
と
き
の
仲
間
に

引
き
こ
も
り
体
験
者
が
あ
り
、そ
こ
で
の
生

活
の
中
で
力
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。こ
う

し
た
取
り
組
み
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、引
き
こ
も
り
状

態
の
若
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
支
援
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。N
P
O
法
人
山
村
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
で
は
、人
お
こ
し
事
業
と

称
し
、過
疎
化
が
進
む
山
間
部
の
自
然
を
生

か
し
た
自
給
自
足
の
共
同
生
活
の
中
で
、地

域
住
民
や
地
元
企
業
と
関
わ
り
合
い
な
が

ら
、仲
間
と
共
に
過
ご
し
、生
活
の
知
恵
を

学
び
、役
立
ち
体
験
を
重
ね
、生
き
る
力
を

取
り
戻
す
就
労
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
実
施

を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
講
演
会
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
共
通
す

る
こ
と
は〝
共
に
学
び
合
う
場
を
つ
く
る
こ

と
〞の
重
要
性
で
し
た
。住
み
慣
れ
た
場
所

で
、誰
も
が
役
割
を
持
ち
、互
い
に
認
め
合

い
、支
え
あ
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
、八
頭
町
で
も
日
々
多
く
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。学
び
合
う
意

識
の
醸
成
と
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
場

を
作
り
、積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、取
組

が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
広
島
県
庄
原
市
で
社
会

福
祉
法
人
　
優
輝
福
祉
会
理
事
長
の
熊
原

保
さ
ん
に
お
こ
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
常
に

会
場
を
巻
き
込
ん
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想

と
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
笑
い
の
絶
え
な
い
講

演
会
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
中
に「
あ
な
た

が
輝
け
ば
、
私
も
輝
く
」「
制
度
に
人
を
合

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
人
に
制
度
を
合
わ
せ

る〝
ソ
フ
ト
ケ
ア
〞の
実
現
」「
共
感
（
相
手

の
痛
み
・
弱
さ
へ
の
共
感
）・
共
活
（
違
い

を
活
か
し
、認
め
、学
び
合
う
）・
共
創（
共

に
新
た
な
仕
組
み
を
作
る
）」
な
ど
、
日
々

実
践
さ
れ
て
い
る
中
で
大
切
に
し
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　  

優
輝
福
祉
会 

理
事
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熊
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氏

地
域
支
え 

　 講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

愛な
ご
み
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演
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は
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外
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4
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た
。

社協だより45社協だより

●
熊
原  

保 

氏
　プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　高
校
生
の
時
、親
友
が
交
通
事
故

で
重
い
障
が
い
を
負
っ
た
こ
と
か

ら
福
祉
の
道
を
志
し
、福
祉
現
場
で

の
実
践
を
重
ね
る
。1
9
8
3
年
に

総
領
町
の
新
総
合
計
画
の
策
定
に

関
わ
り
、福
祉
現
場
か
ら
の
提
言

（
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
ス
構
想
）を
ま
と

め
、総
合
福
祉
拠
点
郡
を
中
心
に
、

障
が
い
者
・
児
童
福
祉
施
設
や
農

園
、レ
ス
ト
ラ
ン
等
、総
領
町
の
素

材
を
フ
ル
に
活
用
し
た
温
か
い
古

里
づ
く
り
を
提
唱
。優
輝
福
祉
会
で

実
践
し
て
き
た
空
き
施
設
の
福
祉

事
業
へ
の
積
極
的
な
転
用
、地
元
の

高
齢
者
が
作
る
野
菜
を
施
設
や
レ

ス
ト
ラ
ン
に
活
用
す
る
循
環
型
の

地
域
づ
く
り
、高
齢
・
障
が
い
・
児
童

な
ど
の
分
野
を
超
え
た
横
断
的
な

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
が

2
0
1
3
年
の
新
書『
里
山
資
本
主

義
』（
2
0
1
4
年
新
書
大
賞
受
賞
）

に
取
り
上
げ
ら
れ
、大
き
な
注
目
を

浴
び
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
鳥
取
大
学
地
域
学
部
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
川
　
俊
夫 

氏

　
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
進
行
の
元
、熊
原

さ
ん
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
、先

進
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
３
つ
の
団

体
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

《
東
郡
家
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
》

　
　
　
　
　
委
員
長
　
山
根
　
張
太
郎 

氏

　
ふ
れ
あ
い
の
里
た
か
ら
を
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。平
成
30
年
に
鳥
取
大
学
2
年

生
の
地
域
調
査
実
習
で
の
学
生
た
ち
と
の
学

び
合
い
か
ら
、認
知
症
や
障
が
い
の
理
解
が

進
む
こ
と
で
、当
事
者
が
も
っ
と
参
加
し
や

す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
気
づ
き
を
得

て
、地
区
内
の
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
と
の
交
流

を
進
め
て
い
っ
た
。お
互
い
を
知
り
合
う
交

流
会
を
重
ね
て
、現
在
で
は
た
ん
ぽ
ぽ
作
業

所
の
作
業
生
が
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
出
張

販
売
を
行
っ
た
り
、作
業
生
の
工
賃
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
空
き
缶
回
収
を
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
応
援
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。今
後

は
行
事
だ
け
の
交
流
か
ら
日
常
的
な
交
流
へ

関
係
を
進
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
カ
フ
ェ
が
当
事
者
の
働
く
場
に

ま
で
な
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。

《
社
会
福
祉
法
人
　和
》

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
八
渡
　
和
仁 
氏

　
倉
吉
市
内
で
空
き
施
設
を
改
修
し
障
が

い
の
あ
る
方
の
福
祉
作
業
所
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
を
運
営
し
て
い
る
。そ
の
中
で
国

の
有
形
文
化
財
登
録
さ
れ
て
い
る
土
蔵
造

り
の
旧
国
立
第
三
銀
行
倉
吉
支
店
を〝
白
壁

倶
楽
部
〞と
し
て
改
修
し
た
。喫
茶
、レ
ス
ト

ラ
ン
と
し
て
営
業
し
て
お
り
、観
光
客
や
地

元
の
人
な
ど
多
く
の
人
が
集
う
場
と
な
っ
て

い
る
が
、そ
こ
を
障
が
い
の
あ
る
方
の
働
く

場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

《
N
P
O
法
人

　
　山
村
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
》

　
　
　
　
　
　
　
代
表
　
藤
井
　
博
也 

氏

　
岡
山
県
美
作
市
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
。任
期
後
に
単
身
者
用
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ
た
と
き
の
仲
間
に

引
き
こ
も
り
体
験
者
が
あ
り
、そ
こ
で
の
生

活
の
中
で
力
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。こ
う

し
た
取
り
組
み
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、引
き
こ
も
り
状

態
の
若
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
支
援
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。N
P
O
法
人
山
村
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
で
は
、人
お
こ
し
事
業
と

称
し
、過
疎
化
が
進
む
山
間
部
の
自
然
を
生

か
し
た
自
給
自
足
の
共
同
生
活
の
中
で
、地

域
住
民
や
地
元
企
業
と
関
わ
り
合
い
な
が

ら
、仲
間
と
共
に
過
ご
し
、生
活
の
知
恵
を

学
び
、役
立
ち
体
験
を
重
ね
、生
き
る
力
を

取
り
戻
す
就
労
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
実
施

を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
講
演
会
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
共
通
す

る
こ
と
は〝
共
に
学
び
合
う
場
を
つ
く
る
こ

と
〞の
重
要
性
で
し
た
。住
み
慣
れ
た
場
所

で
、誰
も
が
役
割
を
持
ち
、互
い
に
認
め
合

い
、支
え
あ
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
、八
頭
町
で
も
日
々
多
く
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。学
び
合
う
意

識
の
醸
成
と
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
場

を
作
り
、積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、取
組

が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
広
島
県
庄
原
市
で
社
会

福
祉
法
人
　
優
輝
福
祉
会
理
事
長
の
熊
原

保
さ
ん
に
お
こ
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
常
に

会
場
を
巻
き
込
ん
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想

と
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
笑
い
の
絶
え
な
い
講

演
会
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
中
に「
あ
な
た

が
輝
け
ば
、
私
も
輝
く
」「
制
度
に
人
を
合

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
人
に
制
度
を
合
わ
せ

る〝
ソ
フ
ト
ケ
ア
〞の
実
現
」「
共
感
（
相
手

の
痛
み
・
弱
さ
へ
の
共
感
）・
共
活
（
違
い

を
活
か
し
、認
め
、学
び
合
う
）・
共
創（
共

に
新
た
な
仕
組
み
を
作
る
）」
な
ど
、
日
々

実
践
さ
れ
て
い
る
中
で
大
切
に
し
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　  

優
輝
福
祉
会 

理
事
長
　
熊
原
　
保 

氏

地
域
支
え 

　 講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

愛な
ご
み



「
小
さ
な
親
切
」運
動
　山
陰
本
部
・・・・・
車
椅
子

下
門
尾
　清
水
　敏
晴

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
他

鳥
取
市
　林
　悦
之
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オ
ム
ツ

若
桜
線
S
L
遺
産
保
存
会
・・・・・・
5
、0
0
0
円

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
　八
東
支
部

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3
、0
0
0
円

八
頭
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　八
東
支
部

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1
1
、3
9
0
円

環
境
美
化
活
動

お
世
話
に
な
り
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
郡
家
支
部

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
船
岡
・
済
美
老
人
ク
ラ
ブ

　・
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
船
岡
支
部

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
本
所

・
石
川
卓
男
さ
ん（
歌
）

・
郡
家
図
書
館（
読
み
聞
か
せ
）

●
船
岡
支
所

・
一
岡
真
知
子（
音
楽
演
奏
）

●
八
東
支
所

・
一
岡
真
知
子（
音
楽
演
奏
）※

順
不
同
、敬
称
略

（
９
月
〜
11
月
）

あなたの暮らしを
お手伝いします

＊ 通帳を預かってもらいたい
＊ ホームヘルプ、配食、施設等を利用したい
＊ 公共料金や医療費の支払いを手伝ってほしい
＊ 預金の出し入れを手伝ってほしい

日常生活自立支援事業

まずは、お気軽に
　　ご相談ください。

八
頭
町
の
社
会
福
祉
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
元
年
度  

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

民
生
児
童
委
員
功
労
者

山
根 

篤
美
、明
治
登
茂
恵
、

長
谷
川
喬
子
、井
上 

雅
紀
、

垣
屋 

寛
美
、石
川 

雄
光

団
体
功
労
者

団
体
役
員
功
労
者

社
会
福
祉
協
議
会
浅
井 

宏
一
、角
脇
志
津
子
、

壹
岐 

幹
彦
、澤
田 

義
昭

共
同
募
金
委
員
会
森
岡 

節
子

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

竹
内 

良
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

宮
崎 

靖
大

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

矢
部 

敏
勝
、中
林 

孝
子
、

山
下 

篤
志
、田
中 

忠
義
、

本
城 

利
弘
、横
山 

敏
明

社協だより63社協だより

（
敬
称
略
）

皆さまからのご寄付は福祉活動の財源として役立たせていただきます。(寄付に対する税金控除を受けることができます。)

香典返し・玉串料・お花代  ご寄付名簿録
謹んでお悔やみ申し上げます。謹んでお悔やみ申し上げます。ありがとうございました 八

頭
町
社
協
か
ら
の
お
礼
で
す

物
品
・
一
般
寄
付
（
９
月
〜
11
月
）
（
敬
称
略
）

 

郡
　家 

山
　﨑
　将
　史 

父 

義
　人

 
福
　本 

今
　嶋
　憲
　二 

母 

巳
和
子

 
池
　田 

池
　本
　正
　勝 

母 

佐
津
子

 

上
津
黒 
森
　本
　
　
　浩 

子 

恵
里
菜

 

日
　田 

小
　林
　光
　男 

母 

タ
マ
エ

 

破
　岩 

歳
　岡
　誠
　司 

母 

美
智
惠

 

下
門
尾 

清
　水
　敏
　晴 
母 

す
み
子

 

宮
　谷 

松
　川
　明
　義 
母 
淑

 

郡
　家 

福
　田
　俊
　史 

父 

満
　義

 

下
門
尾 

田
　中
　恵
美
子 

父 

古
田
一
則

 

船
岡
殿 

山
　本
　正
　紀 

母 

正
　子

 

見
　槻 

田
　中
　純
　一 

父 

敏
　明

 

上
　野 

西
　尾
　良
　秋 

母 

喜
　子

 

用
　呂 

大
　平
　一
　郎 

母 

操
　子

 

才
　代 

山
　本
　愛
　子 

父 

政
　孝

 

郡
　家 

石
　谷
　健
二
郎 

母 

多
惠
子

 

土
師
百
井 

森
　木
　
　
　優 

祖
母 

は
　る

 

宮
　谷 

薮
　田
　直
　人 

妻 

ゆ
か
り

 

野
　町 

川
　戸
　和
　文 

妻 

茂
　子

 

上
　野 

前
　田
　千
　穂 

夫 

智

 

橋
　本 

大
　谷
　幸
　彦 

母 

春
　子

 

安
井
宿 

尾
　﨑
　幸
　子 

夫 

敏

 

小
別
府 

田
　中
　
　
　剛 

母 

貞
　子

 

皆
　原 

加
　藤
　直
　道 

母 

絹
　枝

住

　所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

11月 10月 ９月

　この度「小さな親切」運動山陰本部様より、
車いす1台を寄贈していただきました。
　八頭町社会福祉協議会船岡支
所で大切に使わせていただきま
す。ありがとうございました。

　
令
和
元
年
10
月
６
日（
日
）、八
東
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
誰
も
が
自
分
ら
し

く
　
い
き
い
き
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
　
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、八
頭
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
と

し
て
、社
会
福
祉
へ
の
貢
献
を
讃
え
19
名

の
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、次
に
、ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
、信
友
直
子

さ
ん
か
ら
、八
頭
町
の
み
な
さ
ん
に
向
け

た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
と
、「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」の
映
画
上
映

を
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
で
暮
ら
す
一
人
娘
、信
友
監
督
の
87

歳
の
母
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

診
断
を
受
け
、95
歳
の
父
が
初
め
て
の
家

事
、母
の
介
護
を
し
な
が
ら
、お
互
い
が
思

い
合
っ
て
生
活
し
て
い
る
様
子
が
あ
り
の

ま
ま
記
録
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
は
、多
く
の
感
動
と
涙
が
あ
り
、来
場
さ

れ
た
４
０
０
名
の
方
の
胸
に
響
き
、認
知
症

を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
》

•
　
実
際
の
家
庭
内
の
様
子
が
分
か
り
、心

の
葛
藤
も
理
解
で
き
ま
し
た
。認
知
症
に

な
っ
た
本
人
の
心
の
変
化
、苦
し
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

•
　
こ
う
い
う
家
庭
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
く
ん
だ
な
あ
と
実
感
し
ま
し
た
。認
知

症
本
人
の
気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。支
え
合
う
事
の
難
し
さ
、

必
要
性
を
詳
し
く
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。老

い
て
も
夫
婦
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
で
お
互

い
に
出
来
る
こ
と
か
ら
支
え
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

•
　
老
々
介
護
の
難
し
さ
、認
知
症
に
な
ら

れ
た
人
の
心
の
変
化
を
学
習
さ
せ
て
頂

い
た
こ
と
に
感
謝
。

　
そ
し
て
、八
頭
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
り「
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、講
演
を

行
い
ま
し
た
。認
知
症
に
対
応
し
た
八
頭
町

の
体
制
や
事
業
説
明
を
具
体
例
を
交
え
な

が
ら
の
講
演
で
あ
り
、会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
大

切
。き
め
細
や
か
な
支
援
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
超
高
齢
化
社
会
と
な
り
、２
０
２
５
年
に

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
内
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、認
知

症
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。認
知

症
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、認
知
症
を
知

り
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
づ
く
り
の
推
進
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

相談窓口
八頭町福祉相談支援センターほっと　☎71-0100
（八頭町社会福祉協議会事務所内）

令
和
元
年
度

　八
頭
町
社
会
福
祉
大
会

車いすをいただきました

鍛冶屋温泉カレンダー
 日 月 火 水 木 金 土

1月

2月

3月

 日 月 火 水 木 金 土

 日 月 火 水 木 金 土

ふろの日

ふろの日

ふろの日

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日定休日 定休日

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日

    1 2 3 4 

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 29 30 31

       1

 2 3 4 5 6 7 8 

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

 23 24 25 26 27 28 29

 1 2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

 29 30 31

●営業時間
（9：00～17：00）

3月21日より
土日祝日のみ

●定休日 火曜日
火曜日が祝日の場合
は翌日

●２６日はふろの日
入浴料が１００円引き
です。

■令和元年12月29日（日）
～令和 2 年 1 月3日（金）
年末年始休日

■１０人以上は予約により
送迎をします（八頭町内）

■温 泉 利 用 で の 休 憩 所
（和室）があります
（予約必要）

※　　 は営業延長
　9：00～19：00

入浴料

町内在住者 300円
町外在住者 400円
小学生・障がい者 200円

ひとり親家庭等の中学生・保護者の皆様へ

卒業祝い品贈呈事業のお知らせ
対　　象 令和2年3月に中学校を卒業され

る、ひとり親家庭等の生徒
※ひとり親家庭等：ご家庭の事情により、

父母いずれかが子どもを養育している
世帯。または、祖父母が子どもを養育し
ている世帯。

申込方法 印鑑（シャチハタ不可）をお持ちの上、
お近くの八頭町社会福祉協議会本所・
各支所の窓口へお越しください。

申込期間

贈呈期間

⎛
⎝

⎞
⎠

　
町
民
の
皆
様
に
は
、お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
、格
別
な
る

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
み
ん
な
で
支
え
合

い
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
、関
係
す
る
全
て
の

方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、時
と
し
て
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
地
域
の
連
帯
感
の
醸
成
と
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、支
え

合
う
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。常
に
地
域
福
祉
に

目
を
向
け
る
こ
と
を
心
掛
け
、地
域
に
寄
り
添
う
活
動
と
し

て
、各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
事
業
活
動
の
支
援
、

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
ま
す
が
、町
の
将
来
を
担
う
児
童
、生
徒
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、年
少
期
か
ら
福
祉
の
心
を

育
て
る
取
り
組
み
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、社
会
福
祉
協
議
会
が
皆
様
に
い
つ
で
も
気
軽
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
場
所
、そ
し
て
、皆
様
に
親
し
く

接
し
て
い
た
だ
け
る
職
員
と
し
て
、一
丸
と
な
っ
て
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、皆
様
に
と
り
ま
し
て
、幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

会 

　長

　桑
村 

和
義

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
東
小
学
校
一
年
生
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
者
と
の
交
流
会

　
近
年
、多
世
代
が
同

居
す
る
家
庭
が
少
な
く

な
る
中
、そ
れ
に
伴
い
高

齢
者
と
子
ど
も
世
代
が

交
流
す
る
機
会
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。世
代

間
の
交
流
は
、普
段
な
い

経
験
を
積
む
こ
と
で
多

様
な
視
点
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
第一歩
に
な
り
、考
え
方
や
価
値
観
の
範
囲
が

広
が
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、柔
軟
な
思
考
で
物
事
が
考

え
ら
れ
創
造
性
豊
か
な
思
考
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
る

た
め
、様
々
な
世
代
や
文
化
と
の
交
流
は
有
意
義
な
事

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
十一月
に
、本
会
八
東
支
所
で
八
東
小
学
校一年

生
と
八
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
者（
以
下
、デ
イ
ご
利

用
者
）と
の
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。小
学
生
が
考

え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、デ
イ
ご
利
用
者
か
ら

は
真
剣
な
表
情
や
に
こ
や
か
な
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

一方
小
学
生
は
、手
を
握
っ
た
り
、肩
た
た
き
を
し
た
り
、

デ
イ
ご
利
用
者
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と一
生
懸
命
で
し

た
。最
後
は
小
学
生
が
デ
イ
ご
利
用
者
へ
の
寄
せ
書
き

の
発
表
を
行
い「
交
流
会

は
楽
し
か
っ
た
で
す
」な

ど
当
日
の
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

○
デ
イ
ご
利
用
者
の
感
想（一部
抜
粋
）

「（
ご
家
族
よ
り
）小

学
生
が
く
れ
た
手
紙

を
う
れ
し
そ
う
に
眺

め
て
い
ま
す
。」

「
耳
が
キ
ー
ン
と
な
る

ほ
ど
大
き
な
声
だ
け

ど
、あ
れ
だ
け
元
気

が
あ
る
の
は
良
い
こ

と
だ
。小
学
生
が
主

体
の
歌
や
踊
り
を
よ

く
頑
張
っ
て
い
た
と

思
う
。」

　
高
齢
者
と
子
ど
も

達
と
の
世
代
間
交
流

は
お
互
い
に
と
っ
て
、

よ
い
機
会
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

世
代
間
交
流
は
必
要
？

交
　
流
　
会

令和２年１月9日㈭～2月7日㈮

令和２年2月25日㈫～3月13日㈮
※土日祝日を除く

八頭町社会福祉協議会 地域福祉課（本所内）
電話 （0858）72-0021

お問合せ先

社協だより27社協だより

助　成　金

申 請 締 切

サロン説明会

（申請時の参加予定者：金額）

１月下旬～２月中旬に開催の予定です。

３月９日（月）（年度途中の申請可）

10名以上：２０，０００円（年間）
５～９名：１５，０００円（年間）

登録会員数が

詳
細
は
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　ふれあいサロンとは、地域の身近な公民館等を会
場に、誰でも参加できる場づくりをすすめるための取
り組みです。地域の方々がふれあいを深め、そこで楽
しく過ごすことで、生きがいづくりや健康づくりのほ
か、様子が気になる人の見守りや閉じこもり予防、つ
ながりづくりなどを目的としています。

　レクリエーションの協力やイベント等の補助、
ゲーム用品などの貸出、随時相談や活動の支援
もさせて頂きますのでお気軽にご相談ください。

　令和２年４月から、祭壇の運搬・組立をすべて　
八頭町シルバー人材センターへ委託いたします。
●祭壇貸出の申請は、社会福祉協議会本所・各支

所で受付いたします。
●祭壇の貸出は無料ですが、祭壇の運搬・組立

代は別途必要となり、八頭町シルバー人材セ
ンターへ直接お支払いしていただくことにな
ります。

※ 祭壇の運搬・組立代は２４，０００円です。

ふれあいサロン募集 祭壇の
貸出について

船岡支所　通所介護主事
◆異動（令和元年11月1日付）

山 本 美 穂（八東支所 通所介護）

職 員 異 動
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●営業時間
（9：00～17：00）

3月21日より
土日祝日のみ

●定休日 火曜日
火曜日が祝日の場合
は翌日

●２６日はふろの日
入浴料が１００円引き
です。

■令和元年12月29日（日）
～令和 2 年 1 月3日（金）
年末年始休日

■１０人以上は予約により
送迎をします（八頭町内）

■温 泉 利 用 で の 休 憩 所
（和室）があります
（予約必要）

※　　 は営業延長
　9：00～19：00

入浴料

町内在住者 300円
町外在住者 400円
小学生・障がい者 200円

ひとり親家庭等の中学生・保護者の皆様へ

卒業祝い品贈呈事業のお知らせ
対　　象 令和2年3月に中学校を卒業され

る、ひとり親家庭等の生徒
※ひとり親家庭等：ご家庭の事情により、

父母いずれかが子どもを養育している
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ている世帯。

申込方法 印鑑（シャチハタ不可）をお持ちの上、
お近くの八頭町社会福祉協議会本所・
各支所の窓口へお越しください。

申込期間

贈呈期間

⎛
⎝

⎞
⎠

　
町
民
の
皆
様
に
は
、お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
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社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
、格
別
な
る

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
み
ん
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で
支
え
合

い
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
、関
係
す
る
全
て
の

方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
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子
高
齢
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が
進
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中
、時
と
し
て
失
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れ
つ
つ
あ

る
地
域
の
連
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の
醸
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と
お
互
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重
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合
い
、支
え

合
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地
域
づ
く
り
が
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で
あ
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ま
す
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地
域
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に
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を
向
け
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こ
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掛
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域
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寄
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添
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活
動
と
し

て
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ま
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く
り
委
員
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事
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活
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支
援
、

福
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
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の
推
進
な
ど
に
取
り
組
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で
き

て
い
ま
す
が
、町
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将
来
を
担
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児
童
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徒
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ボ
ラ
ン

テ
ィ
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積
極
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に
受
け
入
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、年
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福
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を

育
て
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取
り
組
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。
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。
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と
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と
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ま
す
。
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と
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近
年
、多
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が
同

居
す
る
家
庭
が
少
な
く

な
る
中
、そ
れ
に
伴
い
高

齢
者
と
子
ど
も
世
代
が
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流
す
る
機
会
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
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間
の
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流
は
、普
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な
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経
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を
積
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こ
と
で
多
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な
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点
を
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つ
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と

が
で
き
る
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に
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り
、考
え
方
や
価
値
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の
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り
ま
す
。そ
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に
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り
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思
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で
物
事
が
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創
造
性
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な
思
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を
持
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に
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な
世
代
や
文
化
と
の
交
流
は
有
意
義
な
事

だ
と
考
え
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れ
ま
す
。

　
昨
年
十一月
に
、本
会
八
東
支
所
で
八
東
小
学
校一年

生
と
八
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
者（
以
下
、デ
イ
ご
利
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者
）と
の
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。小
学
生
が
考

え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、デ
イ
ご
利
用
者
か
ら

は
真
剣
な
表
情
や
に
こ
や
か
な
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顔
が
見
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れ
ま
し
た
。

一方
小
学
生
は
、手
を
握
っ
た
り
、肩
た
た
き
を
し
た
り
、

デ
イ
ご
利
用
者
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と一
生
懸
命
で
し

た
。最
後
は
小
学
生
が
デ
イ
ご
利
用
者
へ
の
寄
せ
書
き

の
発
表
を
行
い「
交
流
会

は
楽
し
か
っ
た
で
す
」な

ど
当
日
の
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

○
デ
イ
ご
利
用
者
の
感
想（一部
抜
粋
）

「（
ご
家
族
よ
り
）小

学
生
が
く
れ
た
手
紙

を
う
れ
し
そ
う
に
眺

め
て
い
ま
す
。」

「
耳
が
キ
ー
ン
と
な
る

ほ
ど
大
き
な
声
だ
け

ど
、あ
れ
だ
け
元
気

が
あ
る
の
は
良
い
こ

と
だ
。小
学
生
が
主

体
の
歌
や
踊
り
を
よ

く
頑
張
っ
て
い
た
と

思
う
。」

　
高
齢
者
と
子
ど
も

達
と
の
世
代
間
交
流

は
お
互
い
に
と
っ
て
、

よ
い
機
会
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

世
代
間
交
流
は
必
要
？

交
　
流
　
会

令和２年１月9日㈭～2月7日㈮

令和２年2月25日㈫～3月13日㈮
※土日祝日を除く

八頭町社会福祉協議会 地域福祉課（本所内）
電話 （0858）72-0021

お問合せ先

社協だより27社協だより

助　成　金

申 請 締 切

サロン説明会

（申請時の参加予定者：金額）

１月下旬～２月中旬に開催の予定です。

３月９日（月）（年度途中の申請可）

10名以上：２０，０００円（年間）
５～９名：１５，０００円（年間）

登録会員数が

詳
細
は
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　ふれあいサロンとは、地域の身近な公民館等を会
場に、誰でも参加できる場づくりをすすめるための取
り組みです。地域の方々がふれあいを深め、そこで楽
しく過ごすことで、生きがいづくりや健康づくりのほ
か、様子が気になる人の見守りや閉じこもり予防、つ
ながりづくりなどを目的としています。

　レクリエーションの協力やイベント等の補助、
ゲーム用品などの貸出、随時相談や活動の支援
もさせて頂きますのでお気軽にご相談ください。

　令和２年４月から、祭壇の運搬・組立をすべて　
八頭町シルバー人材センターへ委託いたします。
●祭壇貸出の申請は、社会福祉協議会本所・各支

所で受付いたします。
●祭壇の貸出は無料ですが、祭壇の運搬・組立

代は別途必要となり、八頭町シルバー人材セ
ンターへ直接お支払いしていただくことにな
ります。

※ 祭壇の運搬・組立代は２４，０００円です。

ふれあいサロン募集 祭壇の
貸出について

船岡支所　通所介護主事
◆異動（令和元年11月1日付）

山 本 美 穂（八東支所 通所介護）

職 員 異 動



※写真はイメージです

社会福祉
法　　人八頭町社会福祉協議会

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

八頭町社協
http://www.yazu-syakyo.or.jp/

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。是非のぞきに来て下さい！

本　　所 〒680-0463 鳥取県八頭郡八頭町宮谷254番地1 TEL（0858）72‒6210・FAX（0858）72‒2793
船岡支所 〒680-0411 鳥取県八頭郡八頭町船岡殿159番地 TEL（0858）73‒0672・FAX（0858）72‒6122
八東支所 〒680-0532 鳥取県八頭郡八頭町東 593 番地 1 TEL（0858）84‒2210・FAX（0858）84‒2227

八頭町社会福祉協議会は「みんなで支え合い、安心して暮らせ
る福祉のまちづくり」を経営理念として運営してまいります。

検索

YAZUCHO SHAKYO DAYORI Vol.59

社協
八頭町社会福祉協議会広報誌

１
令和２年 

地域支え愛講演会開催

だより

特 

集

第59号ふるさと大好き

笑顔が大好き！

八東小学校・デイサービスご利用者との交流会
本会八東支所で八東小学校１年生と八東デイサービスご利用者との交流会が行なわれました。
（詳細は２ページ）

月

み
ん
な
の

誰
か
に
伝
え
た
い「
あ
り
が
と
う
」

誰
か
に
伝
え
た
い「
あ
り
が
と
う
」

テ
ー
マ

声
こえ

「
安
部
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

で
聞
き
ま
し
た
。

●
今
90
歳
に
な
っ
た
自
分
が
動
け
る
こ
と

に
感
謝
で
す
。元
気
な
体
に
産
ん
で
く

れ
た
親
に
感
謝
で
す
。（
90
代
女
性
）

●
女
房
に
あ
り
が
と
う
。（
60
代
男
性
）

●
毎
日
健
康
で
暮
ら
せ
る
事
が
あ
り
が

た
い
。（
50
代
女
性
）

●
お
父
さ
ん
…
今
日
ま
で
あ
り
が
と

う
。今
楽
し
く
友
達
と
生
き
て
い
ま

す
。（
80
代
）

●
２
人
の
老
親
に
。元
気
で
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。（
60
代
女
性
）

●
あ
り
が
と
う
。子
ど
も
達
、近
所
の
方
、

村
中
の
人
々
、す
べ
て
に
あ
り
が
と

う
。（
80
代
女
性
）

●
い
つ
も
畑
仕
事
あ
り
が
と
う
。私
は
い

つ
も
家
に
い
ま
す
。年
齢
に
合
う
仕
事

を
し
て
く
だ
さ
い
。足
腰
大
事
に
ね
！

（
70
代
女
性
）

●
い
つ
も
ご
ち
そ
う
作
っ
て
も
ら
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
80
代
女

性
）

●
今
月
の
な
か
よ
し
会
に
元
気
で
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、

色
々
お
世
話
に
な
り
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
80
代
）

●
ま
ち
づ
く
り
の
皆
様
、楽
し
い
時
間

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。木
曜

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
70
代

女
性
）

あ
っ
た
か
ほ
の
ぼ
の

　
　  

フ
ォ
ト
大
募
集
！

応
募
期
間

令
和
２
年
１
月
６
日

〜
令
和
２
年
２
月
28
日

応
募
形
態

その他・注意事項

プ
リ
ン
ト
ま
た
は
デ
ー
タ
。

※

組
写
真
及
び
合
成
写
真
は
不
可

応
募
方
法

応
募
資
格

八
頭
町
民
、も
し
く
は

八
頭
町
に
勤
務
地
を
置
く
方

　
本
会
で
は「
あ
っ
た
か
ほ
の
ぼ
の
」を
テ
ー
マ
と
し

て
、「
心
が
あ
た
た
ま
る
」「
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
分
に
な
る
」写
真

を
募
集
い
た
し
ま
す
。応
募
い
た

だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
数
点
を

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
広
報

誌「
社
協
だ
よ
り
」に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　「あったかほのぼのフォト」募集要
領に沿ってご応募ください。
※募集要領は八頭町社会福祉協議
会ホームページよりダウンロード
できます。

　（https://yazu-syakyo.or.jp）

次
回
、皆
さ
ん
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　
社
協
だ
よ
り
４
月
号
に
て
掲
載
予
定
で
す
。

テ
ー
マ

「
と
っ
と
り・や
ず・自
分
の
ま
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
」

①
デ
ー
タ（
J
P
E
G
）

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://yazu-syakyo.or.jp

）の
専

用
フ
ォ
ー
ム
よ
り
必
要
事
項
を
入
力

の
上
、送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

１
回
の
送
信
に
つ
き
１
点
ず
つ
ご
応
募

願
い
ま
す
。

（
募
集
期
間
１
回
に
つ
き一人
３
点
ま
で
）

②
プ
リ
ン
ト（
窓
口
）

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各

支
所
窓
口
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。


